
島牧村 空き 家等の 適正 管理 に関す る 条例  

 

（目的 ）  

第１条  こ の条例 は、空 き家 等の管 理に関 し、所 有者等 の責 務を 明

らかに する ととも に、空 き家 等が放 置され、管理 不全な 状態 とな

ったと き、又はそ のお それ があ ると きの措 置に ついて 必要 な事 項

を定め るこ とによ り、住民 の安 全で 安心な 暮ら しと地 域の 良好 な

景観の 保全 を確保 する こと を目的 と する。  

（定義）  

第２条  こ の条例 にお いて、次の各 号に掲 げる 用語の 意義 は、そ れ

ぞれ当 該各 号に定 める とこ ろによ る 。  

(1) 建築物  建 築基 準法（昭 和 25 年法律第 201 号）第２条 第１

号に規 定す る建築 物を いう 。  

(2) 空 き 家 等  現 に 居 住 そ の 他 の 利 用 に 供さ れ て い な い 建 築物

をいう 。  

(3) 廃 屋  空 き 家 の う ち 、 適 正 に 管 理 さ れ ず 放 置 さ れ て い る こ

とによ り、建 築物 として の用 途が 損 なわれ、管理 不全 な状態 に

ある建 築物 （既に 倒壊 した ものを 含 む。） をいう 。  

(4) 管理不 全な 状態  次に 掲げ る 状態を いう 。  

ア  老 朽化 又は積 雪等 の自 然災害 に よる倒 壊、建 築材 の飛散 な

ど、人 の生命 、身 体又は 財産 に被 害 を及ぼ すお それが ある と

認めら れる 状態  

イ  不 特 定 の 者 に 建 築 物 に 侵 入 さ れ る お そ れ が あ る な ど 、 防

火・防 犯上 不適切 な状 態  

ウ  ねず み、 害虫 等 が相 当程 度に 繁 殖し 、人 の生 命、 身 体若 し

く は 財 産 又 は 周 囲 の 生 活 環 境 に 害 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 状

態  

エ  良 好な 景観を 著し く阻 害する 状 態  

オ  ア から エまで に掲 げる ものの ほ か、村 長が 管理不 全な 状態

と認め る状 態  



(5) 所 有 者 等  所 有 者 、 管 理 者 （ 法 律 の 規 定 に よ り 建 築 物 等 の

管 理 処 分 権 限 を 付 与 さ れ た 者 に 限 る 。） 及 び 占 有 者 そ の 他 の 建

築物を 管理 すべき 者を いう 。  

（所有 者等 の責務 ）  

第３条  空 き家等 の所 有者 等は 、そ の空き 家等 が管理 不全 な状 態に

な ら な い よ う 自 ら の 責 任 に お い て 当 該 空 き 家 等 を 適 正 に 管 理 し

なけれ ばな らない 。  

（村の 責務 ）  

第４条  島 牧村は 、空 き家 等に 関し 必要な 施策 を総合 的か つ計 画的

に実施 する ものと する 。  

（情報 提供 ）  

第５条  村 民は 、適正 に管 理さ れず 放置さ れて いると 推測 され る空

き家等 を発 見した とき は、村長 にそ の情報 を提 供する もの とす る。 

（実態 調査 ）  

第６条  村 長は、前 条の 規定 による 情報提 供が あった とき、又は 空

き家等 が次 の各号 のい ずれ かの状 態 にある と認 めると きは 、こ の

条例の 施行 に必要 な限 度に おいて 、当該空 き家 等の状 況及 びそ の

所有者 等に ついて 調査 する ことが で きる。  

 (1) 管理 不全 な状 態にあ ると 認 められ ると き。  

 (2) 管理 不全 な状 態にな るお そ れがあ ると 認めら れる とき 。  

 (3) その 他村 長が 必要と 認め る とき。  

（立入 調査 ）  

第７条  村 長は、こ の条 例の 施行に 必要な 限度 におい て、所 有者 等

の同意 を得 て、職員 に必 要な 場所に 立ち入 らせ、必要な 調査 をさ

せるこ とが できる 。  

２  前 項の 規定に より 立入 調査を す る職員 は、その 身分を 示す 証明

書を携 帯し、関係人 の請 求が あると きは、こ れを 提示し なけ れば

ならな い。  

３  第 １項 の規定 によ る調 査の権 限 は、犯 罪捜 査の ために 認め られ

たもの と解 釈して はな らな い。  



（助言 、指 導及び 勧告 ）  

第８条  村 長は 、空き 家等 が第 ６条 各号の いず れかの 状態 にあ ると

認める とき は、当該 空き 家等 の所有 者等に 対し、必要な 改善 措置

につい て、 助言し 、指 導す ること が できる 。  

２  村 長は 、前 項の規 定に よる 助言 又は指 導を 行った にも かか わら

ず、なお 当該 空き家 等が 管理 不全な 状態に ある ときは、当該 所有

者等に 対し 、必要 な改 善措 置を 講ず るよう 履行 期限を 定め て勧 告

するこ とが できる 。  

（緊急 安全 措置）  

第９条  村 長は 、空き 家等 が第 ６条 第１号 又は 第３号 の状 態に ある

ことに より、人の生 命、身 体又 は財 産に危 険な 状態が 切迫 して い

ると認 めら れると きは、所有 者等の 同意を 得て、危険な 状態 を回

避する ため に必要 な最 低限 度の改 善 措置（ 以下 「緊急 安全 措置 」

という 。）を 執る こと ができ る。  

２  村 長 は 、 前 項 の緊 急 安 全 措 置 に 要 し た費 用 を 空 き 家 等の 所 有 者

等に請 求す ること がで きる 。  

３  村 長 は 、 第 １ 項の 緊 急 安 全 措 置 を 実 施す る と き は 、 空き 家 等 の

所有者 等に 対し、 次に 掲げ る事項 を 通知し なけ ればな らな い。  

(1) 緊急安 全措 置の 実施概 要  

(2) 緊急安 全措 置の 概算費 用  

(3) 所有者 等の 費用 負担  

(4) その他 村長 が必 要と認 める 事 項  

（命令 ）  

第 10 条  村長 は、空 き家 等の 所有 者等が 第８ 条第２ 項の 規定 によ

る勧告 に応 じない とき は、当 該所有 者等に 対し、履行期 限を 定め

て必要 な改 善措置 を講 ずる よう命 ず ること がで きる。  

２  村 長は、前項の 規定 によ り命令 しよう とす るとき は、当 該命 令

に 係 る 所 有 者 等 に 意 見 を 述 べ る 機 会 を 事 前 に 与 え な け れ ば な ら

ない。  

 



（公表 ）  

第 11 条  村長 は、前 条第 １項 の規 定によ る命 令を受 けた 当該 所有

者等が 正当 な理由 なく 命令 に従わ な いとき は、次に掲 げる 事項 を

公表す るこ とがで きる 。  

(1) 命 令 に 従 わ な い 者 の 住 所 及 び 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 主 た

る事務 所の 所在地 並び に名 称及び 代 表者の 氏名 ）  

(2) 命令の 対象 であ る空き 家等 の 所在地  

(3) 命令の 内容  

(4) 前３号 に掲 げる ものの ほか 、 村長が 必要 と認め る事 項  

２  村 長は、前項の 規定 によ り公表 しよう とす るとき は、当 該公 表

に 係 る 所 有 者 等 に 意 見 を 述 べ る 機 会 を 事 前 に 与 え な け れ ば な ら

ない。  

（代執 行）  

第 12 条  村 長は 、第 10 条 第１ 項の 規定に よる 命令を 受け た者 が当

該命令 に従 わない 場合 にお いて 、他 の手段 によ ってそ の履 行を 確

保する こと が困難 であ り、か つ、そ の不履 行を 放置す るこ とが 著

し く 公 益に 反 す る と 認 め ら れる と き は 、 行 政代 執 行 法 （ 昭和 23

年法律第 43 号） の定 める とこ ろに より代 執行 を行う こと がで き

る。  

（審議 会）  

第 13 条  空き 家の等 の適 正な 管理 に関し 必要 な事項 につ いて 調査

審議す るた め、村 長の 附属 機関と し て島牧 村空 き家等 の適 正管 理

に関す る審 議会（ 以下 「審 議会」 と いう。）を設 置す る。  

２  村 長は、次に掲 げる 場合 におい ては、審 議会 の意見 を聞 かな け

ればな らな い。  

（ 1）危険 な状 態の空 き家 等の 必要な 改善措 置命 令に関 する こと。 

（ 2） 必要な 改善 措置 の命令 に従 わ ない者 の公 表に関 する こと 。  

（ 3） 代執行 に関 する こと。  

（ 4） そ の 他 空 き 家 等 の 適 正 管 理 に 関 し 、 村 長 が 特 に 必 要 と 認 め

る事項 に関 するこ と。  



３  審 議会 の委員 は、５ 人以 内とし 、学識経 験者 及び専 門的 知識 を

有する 者の うちか ら、 村長 が任命 す る。  

４  委 員の 任期は ２年 とし、再任 を 妨げな い。た だし、委員 が欠け

た場合 にお ける補 欠委 員の 任期は 、 前任者 の残 任期間 とす る。  

５  審 議会 には会 長及 び副 会長を 置 き、委 員の 互選 により これ を定

める。  

６  会 長は 審議会 を総 理し 、審議 会 を代表 する 。  

７  副 会長 は、会 長を補 佐し、会長 に事故 ある とき、又は会 長が 欠

けたと きは 、その 職務 を代 理する 。  

８  審議 会 の 会 議 （ 以下 「 会 議 」 と い う。） は 、 会 長 が招 集 し 議長

となる 。  

９  会 議は 、委 員の過 半数 が出 席し なけれ ばこ れを開 くこ とが でき

ない。  

10   会 議 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は

議長の 決す るとこ ろに よる 。  

11   審 議 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 会 議 に 委 員 以 外 の 者

の 出 席 を 求 め 、 そ の 意 見 を 聴 き 、 又 は 必 要 な 資 料 の 提 出 を 求 め

ること がで きる。  

12   審議 会の 庶務は 、企 画情 報課に お いてこ れを 処理す る。   

（関係 機関 との連 携）  

第 14 条  村長 は、第 ７条 の規 定に よる立 入調 査を行 う場 合又 はこ

の条例 の施 行上必 要が ある 場合は 、関係機 関と 必要な 改善 措置 に

ついて 協議 し、連 携し た対 応を行 う ものと する 。  

（委任 ）  

第 15 条  この 条例に 定め るも のの ほか、 この 条例の 施行 に関 し必

要な事 項は 、規則 で定 める 。  

 

附  則  

この条 例は 、平成 ２６ 年７ 月１日 か ら施行 する 。  


